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P2−27−7　新生 児肛門性器間距離の 測定 と喫煙 との 関連 につ い て
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【目的】フ タ ル 酸エ ス テ ル （PE ）など抗 androgen 作用を持つ 化学物質の 胎内曝露により肛門性器間距離 〔AGD ）の 短縮が出

る な どこ の AGD は抗 androgen 作用 の 胎 児へ の 影響 を み る指標 と して 使用 さ れて い る，以 前我 々 は 正常妊婦 の 尿中 PE とそ

の 児 の AGD に負の 相関を見い だすな ど最近は 人で の 測定も報告され る よ うに なっ た，一方，妊婦 の 喫煙 は産科臨床で 問題 と

な っ て お り，喫 煙 に よ り引 き起 こ され る 胎 児発 育不全 は 血管収縮 と
一

酸化炭素に よ る 低酸素が 原因 と され て い る が，他 に も多

くの 化学物質の 関与が考え られ る，そこ で AGD は ヒ トに お い て も胎児の 環境化学物質の 影響評価に利用 で き るか どうか み

る た め AGD と妊婦喫煙 との 関 連を検討 した．【方法】イ ン フ ォ ーム ドコ ン セ ン トを得 て 妊婦 633 例 とその 児の 身長，体重及び

児 の AGD を出生 後 1 日以内に 測定した．　 AGD 測定は肛門中央と男児は 陰茎付着上端を，女児 は 陰核上端を測定し，体重で

補正 して AGI と した．母体 お よび 配偶者の 喫煙の 有無を ア ン ケ
ートに よ り調査 した，喫煙 の 強さ は 1 日 当りの 喫煙 本数で 決

め た．【成績1喫煙妊 婦は 31例，喫煙既往妊婦 は 35例で あ っ た．夫の 喫煙 は 264例で あっ た．妊婦全体で は男児女児とも母体

お よび夫の 喫煙本数 と相関はなか っ たが，妊婦の 喫煙お よ び喫煙既往妊婦 で 男児 の AGI と正 の 相関 （r ＝ e．49，　 p＜O．05）が み

られ た，【結論】AGD は 雄の 抗 androgen 作用を持つ 環境化学物質の 子宮内で の 影響をみ る指標 と して 着目され て い る中，喫

煙 に よる化学物質 と AGD に闃連 が 推定で き る こ とか ら AGD は環境化学物質 の 胎内影響を評価す る 非侵襲的 な指標 として

有用 と考えられ る，

P2−27−8　 ビ タ ミ ン K 母体投与下に おけ る新生児血中 PIvKA −11値 の 推移
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【目的】ビ タ ミ ン K （VK ）欠乏性出血症の 発症 予 防として，本邦 で は 生後
一

ヵ 月まで の VK3 回経 口投与 が推奨され て い る，
本研究は

，
VK2 の 乳汁中へ の 濃縮 移行 に 着 目 した授乳婦 へ の VK 投 与 法 の 有 用 性 に つ い て 検 討 した もの で あ る。【方 法11997

年 8月か ら 1998年 9月 におけ る健康正期産児 140 例を対象 に，PIVKA −11（ECLIA 法）を用い て VK 動態を評価 した （trans
−
sectional ）．　 VK は，生 後 1週以 内の VK2 シ ロ ッ プ 2回投与に加え，授乳婦 に対し，産褥第 14 日 よ り2 週 間，　VK2 カ プセ ル

（15mg／日）を経口投与 した．生後 1カ 月の 時点 で の VK 動態を，授乳婦へ の 投与群 31例 （A 群〉お よび非投与群46例 （B
群）の 二 群間で 比較検討した，尚，本研究の 実施に あた っ て は ，全例の 母親か ら了承を得た．【成績】1）生 後 1 週以 内の PIVKA
−11値 の 推移 ： 生後第 0〜1 日に は 20〜9325（平均 962．0）mAU ／ml に一ヒ昇T 第

一
回 目の VK 投与後，生後第4〜6 日で は 11〜

1657（平均 232．1）mAU ／ml に 漸減した，2）生後 1 カ 月 の 時点 で は，　 A 群で は 17−’37 （平均 23．6± 5．8）mAU ／ml ，　 B 群で は

8〜76 （平均27．8　±　16．0）mAU ／ml で あ り，両群間に は 有意差は み られ なか っ たが，　 A 群 で は分散が少ない 傾向にあ っ た 【結

論】生後 1 カ 月の 時点で の 結果は，生 後 1 週以 内の VK2 回経 口投与 は潜在性 VK 欠乏 を抑制する うえ で
一定の 効果 を有す る

こ とを 示 す もの で あ る．授乳婦へ の VK 投与 につ い て は，産科施設退院後 の 空白期間に お ける潜在性 VK 欠乏抑制の 意味合い

から有用で ある 可能性 が 示され た．
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【目的】グ レ リ ン は成長ホル モ ン 分泌促進物質 と して 胃か ら発見 さ れ た ペ プ チ ドで，生物活性発 現 に オ ク タ ン酸 に よ る ア シ ル

化修飾が 必 須 で あ る．授乳期に お け る母体脂肪 エ ネル ギー比率が子 の グ レ リ ン 活性へ 与える 影響に つ い て 明 らか に す る こ と

を目的 に以 下の 動物実験を行っ た．【方法】倫理委員会承認 の下実験を行 っ た．雌性野生型妊娠マ ウ ス （C57BL／6）を購入し自

然分娩させ た 後，産 後 2．5 日 よ りコ ン トロ ール 餌 （脂 質 エ ネ ル ギー比 率 　10％，以 下 C），また は高 脂肪 餌 （同 45％，以 下 H）の

2群に 分け，母獣 1匹当た り8−9 匹の 仔 を授乳させ た．授乳期の 仔 の 雄雌比 は約 1対 1 と した．産後 14．5 日 に母乳 を採取 し，
脂肪酸含有率を測定した．仔 は雄 を検討対象として 3 週齢で 胃を採取し，グ レ リ ン の 含有量 を RIA 法で 測定 した．また，4

週齢で 脂肪重 量，糖脂質パ ラメータ を検討 した．【成績】餌変更後，H 群母獣 で摂取エ ネル ギ
ー
が増加したが （p＜ O．05），体重

は差を認め なか っ た．産後 14．5 日 に お け る母乳の 中 に は カ プ リ ン 酸、ラ ウ リ ン 酸，ミリス チ ン 酸，パ ル ミ チ ン酸 は H 群で 含

有率が 約半分 に減少 して い たが，オ レ イ ン 酸，リノ
ー

ル 酸は H 群で 含有率が 約 2 倍増加 して い た．母乳中の コ レス テ ロ ール

量 と トリ グ リセ リ ド量 は差 を認め なか っ た ．H 群の 仔 の 体重は 日齢 5．5 か ら離乳 まで 重 か っ た （p ＜ 0．05）．仔 の 胃に お ける非

ア シ ル 化 グ レ リ ン グ レ リ ン に 対す る ア シル 化グ レ リ ン の 比率 （活性化 グ レ リ ン比率）が H 群で抑制されて い た．H 群 の 仔 で

皮下 脂肪重量が 有意 に 高 くなっ た．【結論】授乳期の 母 体高 脂 肪栄 養 に よ り子 の 胃に お け る 活性 化 グ レ リ ン 比 率 が 抑制 され る

可能性が 示唆された．
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